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今回のお題

② 目指すべきゴール像（KGI/KPI）

③ 全世代に共通する課題

④ リテラシーの全体像

⑤ 全世代が学ぶべき共通のひな型コンテンツ

⑥ 対象層ごとの特徴

⑦ 各対象層の特徴を踏まえたコンテンツの届け方
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欧州委員会とデジタルコンピタンス政策

• デジタルコンピタンスとは ❹

• 学習、仕事、社会への参加のために、デジタル技術を自信を持って批判的かつ責任を持って使用し、関与す
ること。これらは、知識、スキル、態度の組み合わせとして定義される。(生涯学習の主要能力に関する欧州
評議会勧告、2018)

• EU デジタル教育アクションプラン 2021-27 雇用・教育とトレーニング・社会的包摂の文脈をもつ

• 欧州委員会の目標 ❷

• 2025年までに16～74才の70％が少なくとも基本的なデジタルスキルを持つことを保証する。

• 欧州の”デジタル10年”の目標は、2030年までに基本的デジタルスキルを持つ人口を
全体の80％以上にすること。

• 欧州委員会の動向

• 欧州委員会は、2020年9月に、パフォーマンスの高いデジタル教育エコシステムの開発（優先度1）を促進、
デジタル変革のためのデジタルスキルとコンピタンスを強化する新しいデジタル教育アクションプラン（優
先度2）を開始。

• 優先度2のもとで、フレームワークの更新（DigComp 2.2）や欧州デジタルスキル認証開発など、デジタル
コンピタンス全般、特にDigCompのさらなる発展を扱うアクションが増加。
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https://education.ec.europa.eu/focus-topics/digital-education/digital-education-action-plan


EU Science Hub/JRC Joint Research Centre

DigComp ❹

2013年欧州委員会・共同研究センターJRCが、今日欧州で生活し働くすべ
ての市民に関連するデジタルコンピタンスを特定し定義するために開発

• 最新版はDigComp2.2（22/3/22) ❸
• AIシステムと対話する市民とリモート

• ハイブリッドワークに関するトピック

• アクセス可能なデジタルリソースの生成

• デジタルアクセシビリティガイドライン

• DigCompの利用意義(DigComp into Action2018）

• 欧州枠組みとしての性格

• デジタルコンピテンシーを理解し語るための共通言語

• 高品質・柔軟性・適応性のある提案

• 教育と研修のための有用なツール
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https://europa.eu/!cKrmj6
https://publications.jrc.ec.europa.eu/repository/handle/JRC110624


EU Science Hub/JRC Joint Research Centre

DigComp Framework ❹

• 5つの領域と関連する21能力の記述（次元1～2）

• 習熟度レベル（次元3）

• 知識・スキル・態度の例（次元4）

• ユースケース（次元5） ❺❻
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https://joint-research-centre.ec.europa.eu/digcomp/digcomp-framework_en


DigCompの習熟度想定 ❹

• 基礎・中級・上級・高度専門化の4段階✕2

• 能力に関する知識習得、処理可能なタスクの複雑性、タスク完了の自律性
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EU/JRC DigComp into Action(2018)を翻訳

https://publications.jrc.ec.europa.eu/repository/handle/JRC110624


DigComp2.2 The Digital Competence Framework for Citizens(2022)を翻訳
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DigComp2.2 The Digital Competence Framework for Citizens(2022)を翻訳
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https://https/publications.jrc.ec.europa.eu/repository/handle/JRC128415publications.jrc.ec.europa.eu/repository/handle/JRC128415


DigComp into Action（2018）

DigCompの実装ステップ ❶

1 適用と仕様

特定ターゲット母集団と特定コンテキストのデ
ジタル能力を開発

2 コンピテンシー評価

個人または対象集団のデジタルコンピタンスレ
ベル、強み、弱みを評価

3 トレーナー育成

トレーナーの研修施策の設計

4 エンドユーザー学習

対象者であるエンドユーザーのための教育・学
習体験を設計、ギャップ分析

5 認定と認証

学習成果や強化された能力を評価・認定・認証
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https://publications.jrc.ec.europa.eu/repository/handle/JRC110624


DigComp into Action（2018）

DigCompの38事例 ❺❼

• 実装手順・能力領
域・ツール・利害関係
者で記述

• 利害関係者
• 政策立案者

• 教育研修機関

• サードセクタと企業

• 領域
• 教育と研修

• 生涯学習と包摂

• 雇用

10

https://publications.jrc.ec.europa.eu/repository/handle/JRC110624


DigCompベース
評価・モニタリングツール、認定認証機構 ❶

• DigCompSat （Digital competence self-reflection item bank）

• DigCompSat自己省察ツールは、レベル1～6(基礎、中級、上級) に対
応するDigComp 2.1能力テスト

• 領域ごとに、知識、スキル、態度の3つの要素でデジタル能力を測定でき
る方法論的観点から設計

• SELFIE（Self-reflection on Effective Learning by Fostering the use of Innovative 
Educational technologies)

• 学校でのテクノロジー利用を生徒、教師、管理職の立場で匿名収集
入力に基づいたテクノロジー利用のスナップショットレポートを生成

• EDSC 欧州デジタルスキル認証
• デジタル教育アクションプラン（2021-2027）のアクション9実現のため、

DigCompをベースとしたEDSCのフィージビリティ調査を実施中
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https://publications.jrc.ec.europa.eu/repository/handle/JRC123226
https://education.ec.europa.eu/selfie
https://joint-research-centre.ec.europa.eu/digcomp/european-digital-competence-certificate-edsc_en


DigComp関連フレームワーク ❹❻

• 消費者（DigCompConsumers 2016）

• 教育（DigCompEdu 2017）

• 教育組織（DigCompOrg 2015）

• 起業家能力（EntreComp 2016）

• 個人・社会・学習能力（LifeComp 2020）
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https://publications.jrc.ec.europa.eu/repository/handle/JRC103155
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https://ec.europa.eu/social/main.jsp?catId=738&langId=en&pubId=8201&furtherPubs=yes


DigComp into Action（2018）

DigCompの国際機関レビュー ❹

• ユネスコ統計研究所 SDG指標4.4.2のためのデジタルリテラシースキルに関するグローバルな参照フレームワーク

目的は、持続可能な開発目標（SDG）のテーマ別指標4.4.2の基礎となる方法論を開発する事。「デジタルリテラシースキルにおいて少なくとも最低レベルの熟練度を達成した若者/

成人の割合」調査結果に基づき、プロジェクトチームはユネスコ統計研究所に最終版を提案し、検討を依頼。これはDigComp2.0に2つの追加を加えたものに準じている

• 出版(2018): http://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/ pf0000265403

• DigComp実装ガイド(P.65)に概念対照表あり

• ユニセフ 子どものためのデジタル・リテラシー：定義と枠組みの探求、

このスコーピングペーパーは、既存のコンピテンスフレームワーク（40のイニシアチブ）を取り上げ、それらをどのようにユニセフのニーズに適応させることができるかを示している。

本論文では、ユニセフは主に欧州委員会のDigCompフレームワークに頼るべきであり、途上国の文脈で活動する場合やより広範なデジタルシチズンシップのアプローチが望まし

い場合には、バンコクのユネスコアジア・太平洋地域事務所が開発したデジタルキッズアジア太平洋フレームワークを使用するよう提案している。

• 出版（2019年）：unicef.org/globalinsight/reports/digital-literacy-children

• 世界銀行 デジタル・スキル フレームワークとプログラム

国際的フレームワークのレビューに基づき、デジタルスキルのフレームワークを提示するもの。市民と非ICTプロフェッションのためのデジタルスキルの分野では、DigCompフレー

ムワークとUNESCO UISによるデジタルリテラシーのグローバルフレームワーク（DLGF）でのその適応を強調している。さらに、適切な教育コース、トレーニングプログラム、評価

フレームワークを開発するために、各国のローカルな文脈にフレームワークを適合させる必要性を強調している。

• 出版（2020年）：hdl.handle.net/10986/35080
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https://publications.jrc.ec.europa.eu/repository/handle/JRC110624
https://dkap.org/
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政策的インプットとまとめ

• 省庁横断型のデジタルコンピテンシーフレーム
（共通言語・KGI設定）の必要性—生涯学習・労働市場・学校教育の接続

• 主たる対象は
①雇用 ②教育とトレーニング ③生涯学習と社会的包摂

• 実装ステップの検討 エンドユーザー対象の
④コンテンツデリバーだけではない

• 特に②コンピテンシー評価・③トレーナー育成・⑤認定と認証

• 評価モニタリングツールの開発も検討範囲

• DigCompは国際機関によるレビューもあり、評価されている

• ユニセフのデジタルシティズンシップ提案を反映する必要
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ありがとうございました
toyofuku@glocom.ac.jp

@stoyofuku
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